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はじめに
　　「日本語教育実践研究（6）」では、佐久間まゆみ先生御担当の「日本語文法6A」のク
ラスの参与観察と受講者による教壇：実習を通して、中上級日本語学習者に対する機能文型
の指導方法を学ぶ。「日本語文法6Ajは「教師の発問」を中心に新出文型の理解と定着が
図られていることから、教壇実習でも、この方法に即した教案を立て、実施することとな
った。
　　「日本語教育実践研究（6）」の授業に関しては、『早稲田大学　日本語教育実践研究』
の創刊号から第3号において、計5編の報告が行われている。基本的な方針や方法は今学
期も変わらないため、本稿では、それらを参考にしながら、2005年度秋学期の「日本語教
育実践研究（6）」の全体的報告と、これまでの報告との相違点、筆者の体験を通して考え
たことを報告する。
　なお、「日本語教育実践研究（6）」に関するこれまでの5編の報告の概要は次のとおり
である。
　大工原（2004）では、「日本語教育実践研究（6）」の授業の概要と、文法の授業を運営す
る上でクラスが異なっても共通に見られる運営方法と、クラスによって異なる具体的な条
件への対応の仕方、及び、大工原氏本入が授業の見学と実習を通して学んだ点についての
報告と考察がなされている。
　國府（2005）では、「日本語教育実践研究（6）」の授業の概要、実習授業の報告、並び
に、「授業における教師の発問の位置づけ」についての考察が述べられている。
　伊能（2005）では、教室をコントロールする教師の発話に着目し、あるべき教師の発話
の方向性についての考察と、自身の教壇実習においてどの程度実現されたかについての検
証が報告されている。
　小林（2005）では、2005年度春学期の「日本語文法6A」の学習者の構成、授業の目的
および展開、実習生の参加の様子、「日本語教育実践研究（6）」の授業の展開、教壇実習
の準備と授業分析と反省等が、日本語教育未経験者の立場から詳細に報告されている。
　伊藤（2005）では、教材研究、教案作成、模擬授業、実習授業、反省会を通して、日本語
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教育の未経験者がどのようなことに苦心し、どのようなことを学んだかが記述されている。
　以上の報告を参照しながら、以下、今期の授業報告と、筆者が実践研究を通して考えた
ことをまとめる。
1．2005年度秋学期「日本語教育実践研究（6）」の授業
　2005年度秋学期の「日本語教育実践研究（6）」は90分の授業が13回実施された。初
回は全体的なガイダンスが行われ、参与観察と教壇実習の場となる「日本語文法6A」の
概要、及び、教材である『日本語文法61』の説明が行われた。『日本語文法61』は「機
能文型」という概念に基づいて編集されており、同教材の巻頭に収録されている「日本語
文法　機能文型一覧」による全体的な把握と、『日本語文法61』に取りあげられている機
能文型の説明が行われた。そして、「話題」という機能に分類されている文型「～というと、
～」を例に、教材研究の方法が示された。この日の授業で、教壇実習で担当する文型が決
定され、翌週と翌々週に、各自が担当する文型の教材研究が課題として課された。
　その後「日本語教育実践研究（6）」では、教壇実習に向けて、「教材研究」の外にも、
「授業見学シート」の提出が3回、「教案」の提出が3回課された。
　「日本語教育実践研究（6）」の第1週目から最終週までの各週における授業内容に関
しては、大工原（2004）、國府（2005）、小林（2005）、において詳細に報告されており、今期
もその内容と基本的な相違がないため、割愛し、今期に関して特記すべき事項のみ記すに
とどめる。
1．1教材研究
　今期は2週目と3週目に教材研究の報告が行われたが、大工原（2004）では5週目、開
府（2005）、小林（2005）では3週目、4週目に行われたことが報告されている。今期は
全体で13週しかなかったこともあり、早い時期に教材研究を行うことで、その後の教案
作成や教壇実習に役立ったのではないかと思われる。
　大工原（2004）、小林（2005）において、教材研究の成果により、教案の作成だけでなく、
教壇実習で学習者からの質問に戸惑うことなく対応できたと報告されていることから、文
型の理論的な概念のまとめだけでなく、学習者から質問が出た場合にどのように対応する
か、ということも視野に含めた教材研究を行うことの重要性が、自分の経験からも過去の
報告からも指摘される。
1．2　授業見学シート
　「授業見学シート」とは、参与観察の記録で、「授業の展開、学習活動、語句・文型、時
間」、といった客観的な事象についての項目に加え、「所見」という、授業観察においてど
のようなことを考え、感じたか、ということを記入する欄が設けられているものであり、
「日本語文法6A」というクラスの実態と、指導方法を自ら記録することによって、自分
の実習の際の参考とするものになる。伊藤（2005）に、実際に「所見」欄に記入した内容
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と、それに対する佐久間先生のコメントが報告されており、実習生の観察における曖昧さ
や浅さに対して、具体性を求める質問や補足説明がなされている。それらのコメントを参
考にすることにより、実習生は授業観察のポイントを知ることができるようになると同時
に、その知見が自分の教壇実習に生かされることにつながる。
1．3教案
　教案は、授業見学シートと過去の実習生の報告書1を参考に、まず自分なりに立ててみ
て、提出することが課され、その後、指導教員のコメントを参考に書き直し、再提出する、
という作業が繰り返された。
　大工原（2004）では、指導教員の授業を観察し、その授業がどのような教案に基づいて
行われているのかを想定して再現する「想定逆案」の作成が報告されているが、今学期は
行われなかった。
1．4　教壇実習
　教壇実習の前の週は、模擬授業の時間が設けられ、他の受講生とボランティアとして参
加してくれた元受講生を前に、実際の授業と同じように練習を行った。しかし、1回だけ
の練習では不十分であるため、課外でも自主的に練習を行った。
　教壇実習は一人20分を授業の担当時間とし、一つの文型の指導を行った。その様子は
ビデオに収録され、後日、ビデオを見ながらの反省会が実施された。反省会は実習者本人
の反省と、指導教員、ティーチング・アシスタント、及び、他の受講生からのコメントに
よって、今後の授業の参考になる非常に有意義なものとなった。
2．2005年度秋学期「日本語文法6A」の授業
　教壇実習の場となる「日本語文法6A」というクラスは、中級後半から上級にかけての
中上級レベルに相当し、今期は15名の学習者で構成されていた。教材は、佐久間まゆみ・
川本喬編『日本語文法61』（2004）2が使用されている。
2．1　「日本語文法6A」の授業の目的
　國府（2005）、小林（2005）に述べられているように、「日本語文法6A」の授業の目的
は、「生の・日本語の文章や談話の理解と表現に挑戦するための予備段階」にある日本語学習
者が、日本語の基本的な「文章型」や「談話型」を身に付けることにある。
2．2　実習生の参加
　「目本語教育実践研究（6）」の受講i生は、2週目から「日本語文法6A」にも参加し、
教室後方に座って参与観察を行った。教壇実習前の3週間は学習者を6グループに分け、
各グループに実習生一人が加わって、学習者とコミュニケーションをとったり、質問に答：
えたりしながら、間近で学習の様子や授業への取り組みを観察することができた。
2．3　「日本語文法6A」の授業の手順・方法
　國府（2005）は、「日本語文法6A」の授業は、「予習」→「授業」→「復習」→「試験」
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の4段階があると分類している。國府の報告によると、「試験」には「レベルチェック・
テスト（1回）」「中間考査（2回）」「期末考査（1回）」が挙げられているが、今学期は「レ
ベルチェック・テスト」と「期末考査」が行われ、「中間考査」は実施されなかった。
　「授業」の段階については、大工原（2004）、二二（2005）ともに、「文型導入」→「例
文理解」→「問題練習」という3段階を設定している。なお、國府（2005）では、「例文
理解」の段階には「例文」とデータベースの「実例」があることが指摘されているが、こ
れは大工原（2004：77）の「教科書の実例」に相当するものである。小林（2005）は「例文」
「実例」「練習」の3段階に分類し、「例文」の前に文型導入が行われるとしている。これ
らの分類の仕方に見られる差は、各実習生の授業の構成における捉え方の差によるもので
あると考えられるが、授業の構成そのものは同一であり、今期の授業でも、「文型導入」→
「例文理解」→「データベースによる実例の理解」→「問題練習」という流れで行われた。
それぞれの段階における具体的な内容は大工原（2004）、國府（2005）、小林（2005）に
報告されており、今期においても同様の展開であった。なお、教壇実習においては、「文型
導入」から「問題練習」にいたる4つの段階は「5分間ユニット」という方法に基づいて構成
することになっており、その利点については小林（2005）に報告されている。
2．4宿題としての例文作り
　「日本語文法6A」では毎週、その週に導入された文型の例文作りが宿題として課され
る。1回の授業で大体3～4の文型が導入され、1文型につき3つの例文を作り、翌週に
添削と評価が付されて返却される。添削には「文字の誤り」「文法の誤り」「助詞の誤り」
「語彙の誤り」「不要な表現」「欠落しているため補う必要がある表現」のそれぞれに、決
められた符号が用いられ、学習者には、正解とともに、「何が問題なのか」ということが一
目で分かるように示される。添削符号の表記例と宿題の評価基準については、大工原
（2004）に具体的な説明がある。
3．機能文型
　「日本語文法6A」では、日本語教育における文法の指導方法として一般的に採用され
ている「文法積み上げ方式」を基本的に採用するとともに、同クラスにおける大きな特徴
として、「機能文型」をコンセプトとした文型の選定・分析・提示が行われている（大工原
2004）。これは今期も同様であり、実習生にもその概念と方法が徹底された。つまり、こ
のクラスの目的は、「学習者に各文型の有する機能、すなわち、『その文型を使って日本語
のコミュニケーションにおいて何ができるのか』を意識させることで、学習者が文型を『理
解する』だけではなく、実際に『使える』ようになること、言い換えれば、日本語のコミ
ュニケーション能力を養成すること」（大工原2004：71）にある。大工原（2004）は、この
ような考え方に基づいて行われるクラスを「『理解』から『運用』への『橋渡しの場』」と
して位置づけている。
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4．教師の発問と発話
4．1　教師の発問
　　「日本語文法6A」における特徴の二つ目として、他の報告書にも指摘されているよう
に、教師の発問と発話における配慮が重要視される点については、今期も基本的な方針は
同様であった。
　　「教師の発問」の目的は、学習者による各機能文型のポイント（形式・意味・機能）の
理解、例文の文脈・表現意図の理解、語彙の理解などを確認することであり、教師が説明
してしまうのではなく、学習者に「考えるきっかけ」を与え、授業への参加意識を持たせ
ること、授業を活性化させることにある（大工原2004）。
　大工原（2004）では、抽象的過ぎて答えにくい質問や、機能文型の理解につながらない
ような無駄な質問を避け、「適切な発問」「効果的な発問」が必要である、ということが指
摘され、國府（2005＞では「教師の発問の位置づけ」として留意すべき理念が挙げられてい
る。小林（2005）では「前置き」という機能を理解させるための発問の工夫が報告され、伊藤
　（2005）では解釈が難しい例文を取りあげ、教案の書き直しを重ねることによって、実習
生の授業における教師の発問がどのように変化していったのかという実例と、教師の適切
な発問についての考察が述べられている。
4．2　教師の発話
　「教師の発話」については、伊能（2005）において具体例を挙げながらの考察が行われて
いる。そこでは、教師の無駄な発話を省き、できるだけ学習者に発話させるための発話例
が挙げられている。例えば、学習の進展や文法の理解に関係のない教師の個人的なコメン
トや感想のかわりに、学習者に感想を言わせるといった方法が挙げられている。
　また、授業中に教師が行う「指名」と「指示」の順序において、まず指示を行ってから、
指名を行うようにすることの意義について述べられている。さらに、教師の指示や発話等
における「教室用語」の実習生間でのばらつきは、学習者の負担を軽減するために統一さ
れる必要があることが述べられている。
　この「指示→指名」の順序と「教室用語の統一」については、今期も徹底して指摘され
た点であった。小林（2005）では、当初、自身の教案には「では」という発話が多用されて
いたが、指導教員の授業観察を通して、「じゃあ」「じゃ」「それでは」「今度は」「次は」とい
う使い分けが行われていることに気づいた、ということが報告されている。今学期もこれ
らの使い分けの重要性は強調され、筆者も無意識に「では」を多用していることで、学習
者に混乱をきたす可能性があることを指摘された。具体的には、「例文」「問1」など同一の
ユニット内で、次の文に移る場合は「じゃ」を、ユニットが変わる場合は「今度は」を用い
る、といった意識的な使い分けが、スムーズな展開につながることを実践を通して学ぶこ
とができた3。
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　さらに、伊能（2005）では、教師が学習者の発話をリピートすることについてのデメリ
ットとして、時問の無駄と、他の学習者の発話をお互いに聞く必要性を感じなくなってし
まう危険性があるという点から考察を行い、学習者の発話のリピートではなく、他の学習
者を指名することによって、正答の場合でも、誤答の場合でも、教室全体で理解を共有す
ることが効果的であることを論じている。また、そのために必要な条件として、教師だけ
でなく、学習者も、教室全体に聞こえるような大きな声で発話することが必要であると述
べられている。
　この「声の大きさ」については、今学期においても、指導教員から厳しく指摘された点
であり、教壇実習時においても、教室後方に座っている他の実習生から「学習者の声を大
きく」「教師の声を大きく」と書かれたカードが表示された。自分では大きい声のつもりで
も、実際にどのように聞こえているかは、客観的な立場から指摘されないと気づきにくい
ものであることが、今回の実習を通して、筆者自身も痛感した。
5．教壇実習を振り返って
　「日本語教育実践研究（6）」では教壇実習の様子を撮影したビデオを見ながらの反省会
が行われる。ビデオで自分の実習の様子を見ることにより、自分では気づかなかった点を
客観的に認識でき、また、局面ごとに指導教員や他の受講生の意見を聞くことができ、と
ても勉強になった。以下、筆者の授業についての反省点を述べる。
　1）「間の取り方」について、引出（2005）、伊能（2005）でも反省がされているが、筆
者自身も自分の実習の様子をビデオで見て、やや間が長いのではないかと反省する場面が
いくつかあった。クラスのレベルや質問の難易度等によって一律に言えるものではないが、
授業のテンポに関わるものであり、今後も、自分の授業を録画や録音し、自分で聞きなお
すということを通して、「そのレベルのその学習者に、その質問の場合に」適切な「問」で
あるか、ということを意識するようにしたいと思う。
　2）学習者の名前を覚えることは、週1回の授業で、後方からの参与観察では顔と名前
の一致が難しく、グループを構成するようになってがらも、同じグループにならなかった
学習者に関してはなかなか覚えづらいものであった。國府（2005）、小林（2005）では、
宿題の返却を担当することを通して、学習者一人一人とのコミュニケーションが取れるチ
ャンスがあったことが報告されているが、今期の宿題返却はティーチング・アシスタント
が担当していたため、他の方法を早い段階で考えるべきであった。授業開始ぎりぎりに教
室に来る学習者や、授業終了とともにすぐに退室する学習者とも、何らかのコミュニケー
ションをとることは、名前を覚えるためだけでなく、教壇実習を円滑に進めるためにも有
効であると考えられる。今回の実習授業では、その点が不十分であったために、指名が遅
れて間があくという場面が見られた。
　3）「○○って、分かりますか」という発問を行ったが、その代わりに「00というのは
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どう意味ですか、Sさん。」といえば、無駄な発問をせずに、学習者の理解を確認できるこ
とが理解できた。「分かりますか。」「分かりましたか。」と、つい、学習者に聞いてしまう
が、日本語教育の教室内では必要のない質問だということを注意されたことの意義を、今
回の実習を通して考えさせられた。
6．実践研究全体を振り返って
　「日本語教育実践研究（6）」の最終週には、この授業の全体を振り返る反省会が行われ
た。そこで議論された点を以下にまとめる。
　（1）実践研究を通して学んだこと
1）教師が文法の講義をするのではなく、教師と学習者のやり取りを通して文型を身につ
　　けさせる。
2）問答を繰り返すことによって、学習者が眠くなるのを避け、聞こうとする姿勢を作ら
　　せる。
3）その文型を「どんなときに使うのか」をきちんと説明する。
4）類似表現の中で、「どの文型をどんな場合にっかえばいいのか」を説明する。
5）声の大きさのコントロール、写真やカードの示し方、ボールペン等で黒板などを指示
　　する方法、などのテクニックにも注意を払う。
　（2）授業見学シートについて
1）指導教員の授業を録音して、文字化を行うことが目的ではない。
2）初めは無理だったが、だんだん学習者の声が書けるようになった。
3）記録すべきことは、どのような授業が行われ、自分はそれをどのように見、学習者は
　　どのような反応をしていたか、ということである。
　（3）「機能文型」の授業について
1）例文に場面や文脈の肉付けを行っていく作業が必要である。
2）学習者が場面を想像できていないようなら、「いつ」「どこ」「誰」「なぜ」等の場面設
　　定を行う。
3）学習者がそのクラスの学習方法に慣れてきたら、詳しく説明するところと、飛ばすと
　　ころがあっても大丈夫になる。
　（4）教壇実習について
1）他の実習生の授業を見ることは、良い方法や問題点などを客観的に見られてよい。
2）実習の練習は、一人でするよりグループでするほうが、互いにコメントもでき、実際
　　の状況に近づけられるので、効果的である。
おわりに
　「日本語教育実践研究（6）」において学んだ、「教師の発問」を用いた機能文型の指導
一99一
方法は今後の日本語指導に活かせるヒントがたくさん詰まっていた。「教師が話し、学習者
が聞く」のではなく、「学習者の理解を発話によって確認する」ための発問により授業が展
開される。そのためには「確認すべきポイント」を押さえた適切な質問をしなければなら
ない。教師の無駄な発問や発言による時間のロスをなくすことも重要である。そして何よ
り、学習者がその文型を運用できることを目標として、指導に当たらなければならない。
　これからも、日本語教師として様々なことを吸収していく努力を怠らないようにしたい。
【注】
1佐久間まゆみ編（2005）『日本語教育実践研究（6）文法教育実践授業報告2004年度』早稲田大
　　学大学院日本語教育研究科
2佐久間まゆみ・川本喬編（2004）『日本語文法61』早稲田大学日本語教育センター発行
3伊藤（2005）には教室用語と教師の発話に関して、指導教員の佐久間先生から指摘を受けたポ
　イントが挙げられている。
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小林友美　（2005）「2005年度春学期『日本語教育実践研究（6）』の『文法』授業の報告1」『早
　　稲田大学日本語教育実践研究』第3号pp．99－108．
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（ノブモリ　アヅサ・博士課程1年）
一100一
2005年　正2月
　　　　　　　日本語教育実践研究　第4号
g日提出日本語実習教案概要N・．（3）
12月9　日 3時限 文法6A 22－511担当者 『目本語文法61』p．67～
（金） 一② 信森あつさ 68機能文型恥．6－34
練習P．34
学習事項 6．1 話題 （提題） 目標　　提題表現 「～にしては」 を用いて、「予想に
文型34～にしては、 ～ 反して意外なことが分かった」ということを話題に
するときの言い方が表現できるよ
?
になる。
時間 展開 学習活動 文型・語句 教材・教具
13：50①文型導入 34の機能文型「～にしては、～」 という文型を学習す ～｛N／A／V｝に 教科書P．67
ることの提示。 しては、～ 貼り付け板書
｛N／A／V｝。 団國圃
にしては
國國國
13；50②例文 「バクさんは、外国人にしては、 日本語で P．67例文34・1
～ 34－1 文章を書くのが上手ですね。」
13：55 ①バクさんの日本語は、 どうですか？
②どれく らい上手なんですか。
③日本人と比べたらどうでしょうか。
一■一一一一一一，一需一曹 一　曽　一　一　一　一　一　，　層　騨　一　曹　一　一　一　一　F　響　一　一　暫　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　，　，　，　曾　一　一　一　一　一　一　一　一　一　＿　鱒　鱒　層　一　一　一　＿　一　一　一　一　＿　一 一胴，一一曹一一一魑曹一幽冒一 一一｝騨曹曹曾¶曽曹曽一一■一一一一34－2 「いつもすばらしい作品を書く人気作家にしては、今 作品 P，67例文34－2
度の新聞小説はつまらない。 完全な失敗作だよ。」 人気作家
①この人はどんな作家なのでしょうか。 新聞小説
②この作家の今度の小説はどうなんですか 失敗作
③人気作家なら普通は？
一■一一一一一，一層曹一曹 一　一　一　一　一　｝　一　騨　層　冒　一　曹　曹　■　幽　一　一　一　一　一　r　，　一　鴨　冒　曹　曽　一　一　一　一　一　一　一　一　層　r　r　一　曹　曽　＿　＿　一　一　一　一　一　＿　一　＿　，　一　一　一　＿　一　＿ 一一一騨層曹曹塵一一一一■一， 一曹曹曹一一一一一一一一冒曹曹曽一＿
34・3 「いつもより早く家を出たにしては、会社に着くのが 遅すぎる P．67例文34－3
遅すぎるよね。」
①誰が誰について話していますか？
②どうしてこう言ったんでしょうか。
③じゃ、 その人はどうしたんでしょう？
一一曹一画一一一，一”冒響 冒　一　一　一　璽　一　曹　一　一　一　一　層　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　曽　一　，　願　冒　冒　一　冒　一　一　冒　曹　一　璽　一　一　一　，　冒　響　冒　一　一　一　一　曹　璽　一　一　一　幽　，　層　一　一　一　一 一　　冒　　冒　　冒　一　　璽　璽　　一　　曹　　一　　一　　一　一　　一　　噂 一層一一璽一一一一一一一一一，冒冒層
34・4 「あの厳しい教授の下でご指導いただいたにしては、 教授 P，67例文34・4
これはあまりいい論文ではないようですね。」 ～の下（文型
①この文は誰が言っていると思いますか？②どうし ??
てこう言ったんでしょうか？
，冒一一一藺幽一｝r騨雪一 曹　一　曹　曹　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　一　一　　一　一　響　　一　　一　　一　一　　一　　一　　璽　一　　一　　一　　曽　一　　一　一　　幽　一　　一　　胃　　層　　曹　曹　曹　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　　｝　　層　　一　曹　　一　　曹　一　曹　一　　圏　　一 一一一一，冒一一一璽一一一一一 一一一冒一一曹一璽一一一一■一一一一
34－5 「一生懸命トレーニングしたにしては、記録があまり トレーニン P．67例文34－5
伸びていない。どう もこれが高田選手の限界かもしれ グ
ないなあ。」 記録が伸び
①この文は誰が言ったと思いますか。 ない
②そのコーチは、一生懸命に練習すれば、どうなると 限界
思っているんでしょうか。 状態
③高田選手はどうですか？ コーチ
④これから高田選手はどうするんでしょうか。
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13：55③データベ データベース（1）を読む。 金属バット P．67データベ
～ 一ス（1） ①これは、毎日新聞の記事ですね。誰が何について書． 紙袋 一ス（1）
14：00 いたんでしょうか。 がっかり
②どんなことがありましたか？
③（バットにしては小さい紙袋を見せる） （バットにして
これは何でしょう？ は小さい）紙袋
④バットにしてはどうなんでしょう。（挙手を求める）
SXさん、どうぞ。（持たせる）
14：00④練習問1 「この子は小学生にしては、（A）ですね。」 P，34練習
～ 問1－1 ①Aを具体的に言わせる。 問1－1
14：05曹曹一，一一一一一一一一一竄P・2
曹一　曹　一　一曹曹一　曹，甲　一　一　一一一　一　一　一　一一　一　幽　一　一　一一　一曽曹　一　一　，一　，，F　騨　一　一　一　一一　一■■　一■■　曽一　一　一　曹曹曹曹　一
@「山口さんは（A）にしては、あまりにも（B）なさ
“一一一一一一一一一一一一一一 冒一一一一一一9曹一曹一一一一，一一
竄P－2
すぎる。」
①山口さんはどんな人ですか？
②どうしてでしょう。
一曽響一一，一F一一一一一 一＿一一一＿＿一一冒曹曹一謄層冒，F一一一一一一一一一一一■一冒曹一一営一一曽，，曹曹一，¶一｝P一一一一一一一一一 曽冒一曹曹一曽曽一曽，，曹一曹 曹，曹一冒騨，一一一一一一冒一一一曹
問1－3 「ただの（A）にしては、正社員よりも（B）よね。」 問1－3
①Aと正社員の、どちらのことが言いたいんですか。
②そのAは正社員と比べてどうなんですか。
一一璽曹曹響曹一曾，響，甲 一　一一　一　一　一　一　一　一一曹　9　一　冒　曹層　響甲　層　7　，　｝　一　一一　一一　一　一　一　一一　曽　一　一　一　曹曹一曾曹　冒　一旦　冒　層　，　一　一　一甲　願一　一　｝　一　一　曽 一■一一曹一一一一曹曹冒一，｝ 一一一一冒冒冒一一曾曹一雪冒，層辱一
問1－4 「（A）にしては、いいレポートがかけましたね。」 問1－4
①この文は誰が言っていますか？
②どうしてそう言ったんでしょう？
冒冒F，一一一一一一一一一 幽曹曽璽一璽璽一一一冒，響”一一一一一一一一一一一一一一一一曹一一曹璽曹曹響一冒響7一一一一一一■一一一一一一璽曹一 一，冒冒冒曹響，一一一一一一一 一一一一曽曹一冒冒響願層一，一7一一
問1－5 「ベテラン選手にしては、今回は（A）よね。」 ベテラン選 問1－5
①ベテラン選手というのは？ 手
②この選手は、今、どんな状態なんですか。 経験
③それはどうしてですか？ 調子
ﾀ界
14：05⑤練習問2 〈選択した問題のみ実施〉 P．34練習
～ 問2－3 3「都内で一流のホテルにしては、（A。）」 問2－3
14：10 ①S1さんのイメージとこのホテルとは、どこが違っ
たのか、説明してください。
，響願層冒胃7冒一一一一一 ＿一　曹　一　魑　一　一　一一■　冒，　胃　一　一一一一　一　一一　一　曽曽曹曹一一　一　一　曹曹曾　一　響　冒　一　曾響，　－，　｝　一　一　一　一　一　一■■　一■　一　一　一　一－ 冒冒冒，冒一雪層雪－層，｝，一 一一騨▼冒一■一曹曹曹一曹曽曹曹曹曹
問2－6 6「八十歳を過ぎた老人にしては、（A。）」 ～歳を過ぎ 問2－6
①どんな老人なんでしょうか？ た
②具体的に メートル
一一一一一曽一曽一一璽曹一 冒，一一，層，甲一一一一一一一一一一一薗一一曹一一一一曽曹一曹冒，一冒，甲一一一一一一曽曹一一曹一璽，層一，一辱一一 冒一一一一一一一一一一一一一一 曹曹曽一曹一騨一一一一一一一一一一一
問2・8 8「おしゃべりな妹にしては、（A。）」． おしゃべり 問2－8
①いつもはAな妹さんは、今日はどうしたんでしょう
か。
Aそれで？
〈予備〉 5「気温35度は、（A）にしては、暑い。」 気温 問2－5
問2・5 ①Aは、大体何度くらいでしたか？
?
14：10担当終了 それでは文型34は終わります。次は、エイ先生、お
願いします。
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